
Title 中世Gildsの文化史上に於ける意義（二）
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1920

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.14, No.5 (1920. 5) ,p.714(120)- 724(130) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19200500-

0120

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


:(

セ
1‘袖)

顧

，
錄

丨

:̂
#
0
^
.
0
交
化
史
^

於̂
讨
る
澈
義

夢
ベ
t
;

I 

§

人
底
•
0代
麵
.員
會

、
.:
'
.
:
.
H
.
t

..
-'.:
v

^

> 

夕
々
ィ
デ
マ
ン 

、
ラ
：ン
ダ
べ
ル
^

テ

丨

ゼ

.

-ト
マ
'V
V

ル
,
.
屮

險
軍
‘0
-
後
1
完
;1
'̂
共
に

M0:

の
，兵
卒
會
は
消
婷^

歸
.し
：、
_
で
0
權
力
ほ
'ス
ノ
パ：，

ル
'タ
カ
'ネ
11
1
9

'
^
^
g
!j
>+ 

從
來
'0
如
ぐ
#

^

}猶
へ
.名
勞
典
會
の
手
に
歸
す
る
な 

は
、獨
S
0
1
.
部
に
於
て
危
興
背
ら
れ
れ
り
。本 

文
を
|
1
る̂
み
^
、拾
も
伯
林
^
戰
^

は̂
れ
し
が
、
欢 

權
は
愈
注
f
バ
ア
ト
及
び
^

*
砒
會
癬
の
手
に
龌
<
握

.. 

ら
れ
吮
义
，の«
ぁ
：&
令
0
補
し
事
情
妹
場
處
に
ょ
つ
て
：

-

_
 

bi:
°
伯
林
&

:i
:
:M
、

最
初
ょ
.

o

露
侧
«
激
敗
想
を 

模
傚
せ
%
とS

 

lil
多
少
行
は
れ
し
も
、
然
も
エI
ベ

ル
.ト
、V
Vャ
イ
デ
.：；マ
ン
、
、ノ 

h
七
、
や
：ル
ン
ス
タ
ィ
ン
、
力

ク
ツ
キ
f
 
.
0

如
き
人
士
は•

、
こ
れ
R

對
し
て
何
の
同
晴 

だ
も
有
せ
ざ
6

&。(

完)

,'

富

5

雾

議

夾

上

：
.

:|
.
;靡

,

名

意

義

®

興

#
. 

_
太

.
部

KEO&
01^

V

次
M
菩
人
の
明
か
に
♦
ん
这
%'
f
る
ゆ
.は
' 

斯 

o

s
の
組
織
及
び
機
騰
记
就
て
ォ
办
る̂
3
^
0'
8!
.
:
认 

其
.の
名
稱
砂
示
ず
が
如
も
職
人
の
組
合
す
ぁ
气
：*
杏 

:

町

t

l
に
於
け
る
1
定
0'
瀣

翁

に

從

事

し

て

居

，
^
職 

人
達
が
共
通
の
自
的0,
^
め
^
怍
つ
尨
§
體
.で
ぁ
る
.<
;
)
0 

然
じ
乍
ら
#g

本
質
に
：關
し
て
《
§

幾
多
の
_
論
が 

ぁ
^
。
.公
民
猶
を
^
ク
て
居
?)
:牖
人
辑
が
，自
S
©
現
花 

の
境
遇
に
.甘
ん
じ
な
い
で
.、

都

‘
市

傲

主

の

刺

翁

德

斷

に 

反
抗
し
た
.結
果
€
し
て
铌
じ
允
も
0;
で
ぁ
，る
か
。
即
ち 

w
i
l
d
a
Q

fe
へ
る
職
人
隈
鑛
の：

自

肽F
r
e
l

 

f
 

Handwerker

策
ncu
s
の
：た
.め
に
生
じ
た
，、も
の
で
あ
る

M

C2
)
。
或

び

は

叉

斯

0 '
鲥

ぎ

反

梳

_

&

#登
‘有

じ

M
各

筘

と

《

ず

知

0 (
、
：，
爾

者

#
れ

も

麥

‘ぐ

0 '
树

#
を

有

1
て

で
ば
ず
ぐ
^
十
ヽ
都
市
の
依
鲼
^
受

け

てnrsLft  Gild 

が
其
矽
權
阪
を
施
薇
し
拉
の
か:°
即
t,
:
:
#
!
£
が

自

ら

猞 

め

得

を

實

際

妳

勢

办

を

有

さ

な

い

や

：
ぅ

に

な

.<
!
)
て
 

> 自
，
 

ぢ
組
合
^
^
.の
權
限
が
移
つ
^
の
か
(3
)
。
例
へ
ばExeter 

ゆ

於
て
靴H

組
合
.の
支
■
嫌
持
は
每
年
都
市
に
是
を
遮 

■3
抓
^
棒
ば
®
ら
：

b
.
s

規
定
に
な
つ
て
.居
て
、
茬
し
庚 

;

に
®

新̂
し
ぐ
龜
纘
す
.る
爲
め
に
は
金
錢
を
购
入
す
る 

乙
と
を
必
要
^
し
た
的
斯
の
如
釦
‘は
紕
合
と
都
市
ビ
が 

苽
岭
必
耍
R
ff
i

6れ
て
其
の
*
限
を
雨
分
し
^

i
0 :
:
で 

は
な
^
の
か
ot

R
B
r
i
s
t
Q
I

に
於
け
る
や
ぅ
に
其
の 

.地
方
©
行
政
機
關
に
依
つ
•て
充
分
'

I業
上
0
獨
逍
が 

輯
は
れ
た
瘍
合
に
©
RI
J
题
は
起
ら
な
か
つ
救
の■で
は

&

S.

か
。
此
の
外
此
の
兩
救
の
ま
を
折
衷
し
た
中
間
說0 

存
获
す
る
’こ̂

は
難
す
る
迄
-̂
な

い

嶒
5 

'
此
#:
1
一
個
の
說
ヽ
即
ふ
前
•
は
續
極
的
は
組
合
が
建 

鼓
せ
：ら
抑
灯
ビ
す
る
も0 .
?
後
漭
は
淌
極
的
姣
發
達
し

居
知
0
此
の
雨
者g.

何

：
れ

，
が

眞

で
$
が
、

魂
.ひ
は
又 

中
間
說
こ
そ
取
る
ベ&
も
，の
で
あ
る
か
。
を
れ
等
吵
肫 

®
に
關
し
て
は
後
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
今'̂ 

先
づ
間
S
の
提
阱
に
it
め
て
當
瑯
の
問
®
た
4 

O

I 

I
s
'め
組
織
に
就
て
述
べ
ゃ
ヶ
。
：

 

, 

Cralft 

G
i
s
w

t^sIdn^efcilant 

ど
等
し
ぐ
%

# 

中
心
で
あ
る
こ
ビ
蜞
云
ふ
迄
も
故
い
化
從
つ
て
紐
合
農 

の
观
■
を
雛
護
す
る
ゃ
'5
:
に
«
砂
龃
織
1
形
#
さ

f 

®:
け
れ
ば
な
&
®.
い
。

#
充
分
に
骚
爆
し 

お
時
に
は
其
の
.組

合

員

ば

，
明
®
にm

ラ

0
 

す
る
る
ど
が
出
來
れo
即
ぢ
：

(

|)

徒

弟

A
p
^
l
c
^

,

(

一1)
「

ジ

ョ

1
1ネ

1>

 

X

 
し J

o'u
m
e
y
m
e
n
.

 (

j
sM.
^

M
a

s

*

ter

是
で
あ
る
。
以
：T
其
の
^
,々
^g

て
述
べ
や

芝 

1.R

來
徒
嚴
制
鹿A

吩
p̂'
l
&
s
l
%
な
み
&
0 .
は
最
初 

は
單
に
ぁ
る
：職
業
代
從
事
し
七
龎
る
芦
主
过»

1
叢 

R)

從
事
し
た
い
X
欲
す
る
若
翁
迄
ぎ
間
に
齡
け
之
私
の

第
十
四
卷
ノ 

(

七1

五

雜

錄

-

o
l

^
tij
-

—



第

屮

四

卷(

七
：:
ハ
.

)

.雜

.

.錄

.

中
世i

g
み
：文.化
史
-t
J
;於
げ
る
.響

第
•丸
挪

1 
ニ
ニ

約
朿
に
過
ぎ
な
い
の
で
办
る
。:-
然
：る
に
ず
で
^
屮
四
世 

‘紀
以
前
に
於
で
此
の
制
度
考
ー0'
公
§
制
規
.ビ
な
ク
た 

の
で
あ
る
。.エ

ザY

ス
時
代
のg

錄
に
侬
る
S
1
.
1
十 

三
歲
に
達
す
る
文
で
は
ズ1
1
1
& 

a. 

m
k
n

 

grow 

lint 。 

the 、age、of tw^nt^th
嚴 years -

.

其
の
從
事
す
る
故 

術
は
熟
'«
ず
^」

^
0
|

)
&
1
:
0 

t
s 

.full &no^l^ge~ 

& 

t:he art

淨at he profb

资

今

P 
S
が
.出
來
な
い
.ど
な 

各
れ
'>
其
の
間
®

は̂
ま
入
の
卞
‘
諷
練
を
受
け
る
の
，
 

で
あ
'つ
れ
。
こ
れ
が
即
ち
所
謂
徒
弟
の
時
代S 
 ̂

徒
谣
制
度
の
意
義
ゆ
場
所
，に
依
つ
て
稍
ケ
異
な
，つ
て
屑 

た
が
其
の
目
的
に
就
て
は
全
く
同.で
あ
つ
た
。.
即
ち 

徒
弟
は
主
人
か
ら
食
事«'
所
の
給
典
を
受
け
技
術
の
練
，
 

習
於
な
レ
、
時
に
傲
各̂

徒
笫
に
必
要
な
る
も
の
？
例 

へ~ぼ
小
遣
と
か
«
書
の
知
識
等
如
も
與
へ
ら
れ
る乙

^

J  
, 

.が
あ
0
た
。<0
)恰
む
我
が
：國
匕
律
る
德
州
時
代
ゆ
丁
稚. 

の
そ
れ
に
甚
だ
類
似
し
た
地
位
を
占
め
て
居
た
も0
T;
. 

が

。̂，
以
±1
に
依
っ
1:
!
も
_
が
»:
が
*
傲
は
明
4
で
ぁ
，

る
が
^
恶
に
十
五
世
«
碎
於
»:
'̂
^
弟
契
«
書
の
|
.
つ 

を
見
れ
ば
；、
，ー：方
主
ぶ
佩
0!
義
務
：、

(

侃
'
へ
ば
金
錢
の
价 

■與
、
技
術
の
ft
授
す
旅
食
怯
.0
盤

等

が

_
載
レ
で
ぁ 

る
i
共
^
、
他
方
徒
弟
側
s

i
從
顺
動
勉
等
M
誓
つ 

て
ぁ
各
。
'例
へ「

ば
契
約』

寒
め
2>
:
.れ
た
：ー
定
_年
月
0
間 

は
主
人
の
許
戒
ば
ぐ
し
で
遊
戯
等
の
豸
に
外
出
じ
岔 

い
'̂
S
ふ
や
ぅ
贫
こ
匕
-迄
も
举
め
ら
れ
で
お
^

0

撕
<̂
'

契
約
次
枚
た
事
柄』

單

鏡

方

ど

徒

響

み

Il
f
に
勝
■ 

.に
定
め
ら
れ
ね
の
で
ば
な
い
。
且
分
離
|
年
_

「

陳
其 

の
職
業
の
®
な
ん
a
方

徒

你

M
果
し
て
公
氓
^
藤 

育
S
れ
て
居
る
が
就
何
か
を
調
,®
し
だ
。
.若
し
親
■
於 

徒
弟
に
f

て
^

^

$

*M'
®
な
取
扱
を
し
て
居
る
こ 

?
が
發
，見
さ
.れ
た
時
に
ば
‘
瑪

の

齡

方

に

對

'1
.
て
厳
罰
於 

科

せ』
れ
た
C3
)
。
.

;

)

.
_'-
■

.

.

: 

:■*
.■,‘. 

>
.

徙

弟

の

年

限

•

「

«

し

て

居

な

い

。V

七

年

^

通

常

ず
 

す

'る

"
然

し

^

ら

す

0
系

|

^

1
1に

於

で

織

幅

3 :
,
が

女

xaBEmgaimwfmTr^is

•差

名
に
.其
の
修
得
す
る
：技

術
0
如

何

、
#
び
に
.其
の

地

方

：、 

々

々

.0
:«
智
に
依
っ
て
短
き
は
四
年
長
き
は
十
年VJ

見

•
名
こ
ヒ
が
出
來
や
ぅ
。
' 

7
:'
.
: 

.
.
.

.■
■'
 

, 

•
'■
'

:

次

はJourneyman :

で
あ
る

o
旣
に
徒
弟
の
年
限
を
：
 

終
.つ
て
未
だ
親
方
«-
な
一
ら
：ざ
.る
.者
を
S
ふ
の
で
あ
る|

~
せ
廄
密
咖
磷
に
.定
義
じ
轉
い
も
.の
で
あ
る
"
徒
弟
か
ら\ 

直
ち
に
親
方
^
な

-̂
得
た
者
は
.Journema.n. 

•(£
な
る
..一
 

丨
。
と
を
必
要
ミ
し
な
^
つ

た
0
で

あ

る

。
，
；
蓋

し

最

初

に

.
一 

於
.て
は
親
方
の
數
未
だ
甚
だ
多
か
，ら
企
S
徒
弟
か
ら
直
一 

ち
に
親
方
に
な
>
得
?2
..の
で
あ
ら
ぅ
。.、都
る
R

a方
の 1

| 

m
•次
第
に
增
加
し
、
す
で
比
員
に
滿
て
る
に
も
拘
ら
ず
,
一
 

他
方
徒
弟
0
業
を
修
了
す
る
教
生
じ
、
こ
、
に
其
の
中\ 

間
階
級
ビ
し
.てJ 。

日
ロ
^

^

の̂
發
生
を
肩
る
に
'至
っ 

カ
の
.で
あ
る
。
後

年

0
ロ
|4
>
‘響

5

0衰
頹
ミ
此
の
中 

t

間
階
級
た
るJ
§

m
e
y
m
a
n

の

增

加
.̂
は
资
大
の
關
係 

を
^

る̂
：も
：
0
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
ヤ
あ
る
か
ら

^

0

3
竹7
3
§

の
刺
度
を
咐
白
に
述
ベ
，；る
こ̂
は
'
不

可

能

.
-
.

.

. 

. 

. 

.
'
.
.
.
' 

.

——

.

.

. 

，

•

第

十

四

潘

(

七一

七)

雜錄
中世

G

i •

の

で
ぁ
る
。
勿
論
ぁ
る
場
合
に
はJ

o
u
r
n
e
y
m
a
n

の
规
定 

が
詳
細
に
記
錄
さ
れ
.て
居
る
之
す
る
が
、
.そ
れ
は 

ぃ例
外
に
觸
す
を
。
1
0痒
據
日
轵
は
同
じ
く
契
約
«'
以
つ
. 

て1

寒
の
期
間
給
料
を
受
け
て
親
方
の
下
に
使
は
れ
る
. 

が
普
通
で
ぁ
る
。
元
來
#
初
は
徒
弟
に
し
ろJ 。

目
ロey— 

m
a
n

に
し
^
別
段
典
の
*
を
制
限
し
^
譯
で
は
な
か
つ 

ね
。
從
つ
て
上
述
の
如
く 

Jpurney

目n

の
や
ぅ
な
中 

,
間
.
«•
の
發
達
を
見
た
の
.で
ぁ
る
於
、
其
の
#.
.十
六
世
. 

紀
頃
に
至
：つ
^;
は
、
^
時

.の

豐

勘

霍

態

令

維

將

せ

ん 

が
.爲
め
に
通
常 

一
A
の
親
方
はI

人
若
し
.く
は
.

i1

人
の 

Jou

ルne
y
m
e
n

鋒
び
同
じ
ぐ 

一
A-
'
か
ニ
人

の

徒

^
を
使
用 

す
ん
に
±
办
'
も
れ
以
上
數
を
增
加
し
な
か
つ
た
(9
)
。

： 

最
後
G
述
ぶ
ベ
ぎ
組
合
員
故
親
方
で
あ
る
q
幾
灰
比 

す
.で
に
广
個
叹
獅
泣
せ
る
人
格
潜
ビ
し
て
、
.
s
i
s
i
R 

於
て
も
社
會
上
の
：地
位
に
於
て
.も
其
の
«]
及
.ひ
組

合

.
の 

主
齋
部
分
を
形
.成
1
て
居
だ
の
.で
.ぁ
る
.0:

親
方
の
義
務 

ミ
し
^
は
す
で
^
:述X

fe
る
が
如
< 
徙
弟
を
藜
成
す
る

希
敗
上
！

T

於
け
名
意
^:
'
,
.
.
:
■
/■
铬

五

骁

H

5

”



第
十
'四
翁
' 

crb
l
Aふ

綠

中

他

0 -
文
化
史
上

|0
-
於

.け

.る
截
義

'

養

湖

111 .

四

钃

實
#:
#
負
：は
®
.昨
士
居
.各
"
普
鄉
親
方
ミ
な
る
ic
は
所 

謂
;.
-
?親
方
製
作
：品

し

iを
提
出
す
る
必婴
 

が
あ
る
。J

g
s
e
y
m
e
n

 

,が
«
の
附
從
的
な
靡
は
れ
人
，
 

た
名
地
位
を
脫
却
し
て.
_立
©
職
人

Ŝ技
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^

^
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參
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蜂
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&
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る
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を
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じ
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龃
#
員
相
瓦
救
濟
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刺
度
で
あ
气
：
例
へ
‘
，
 

L
o
n
g
n

の
大
工
職
.が
‘其
の
紕
合
員
が
病
氣
其
の
他
、
止. 

む
を
得
な
い
现
由
の
爲
，め
に
食
闽
に

(

な
つ
，2
時
べ
次
 ヽ

.每
週
十
四
。へ
ン
ス
を
給
與
す
る
旨
を
規
定
す
る
が
如
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で
あ
る
。
其
の
他組
合

員
相
互
皰
に
®
る®
諭
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の
免
き
も
、
此
の•制
度
の
.一.
观
ピ
見
做
す
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が
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や
ぅ
ぶ
尙
此
；--Q
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潋
的
方
臟
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ぐ
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述
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目
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れ
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の
1 1
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同
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ぐ

が
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の

困

雛

な

.
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る
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題
が
あ

る

が
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は
し

い

か

ら
今
は
是
に

ン

觸
れ
な
い
ミ
.
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い
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'

:
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.:.
|

: ；

以
下A

s
h
l
e
y

の

述

ー

る

所
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てnraft Gilds \ 
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濟
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特
徵
を
叙
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し
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し
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.
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の「

產
業
組
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別
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の
も0
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あ
る
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す
る
迄
も
な
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.°寒
族
_
體
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0
購
買 

k

s

u
 

\

購
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黄
の
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幽
运
變
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象
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意
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場
へ
發
生
す
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^V 、，.

値

用

價

値

の
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な
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す
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で
に
交
換
1
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た
る
時
代
の
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 ̂

.で
あ
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し
乍
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の
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場

た

‘
る

や

未

^
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.l
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i方

に
 

制
限
•さ
.れ
て
居
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o
從
0
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，其
0
癖

耍

た

.
る

嘮

流

誓
 

追
^
.ぢ
云
上
ょ
^
も
寧
ろ
必
.3?
品
に
：限
ら
れ
.で
罟
る
，0
'

•故

に

來

た

®

^
力

極

め

..て

，
一

定

.不

變

で

®

る

。.此

：
，の

事
 

»

«'
後

は

免

述

べ

る

が;0
智

の

や

ぅ

欢

組
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，た
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あ
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.. 
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一I 。.

資
本
0
働
，き
が
求
^
極

，
め‘て
.微
溺
で
あ
つ
；た 

親
：̂
:

W:
し
.で
必
要
な
る
資
本
ゆ.
.，一
軒
の
-家
を
借
书
G
' 

,必
要
な
道
真
を
購
：入.し
：̂

を
求
め
得
れ
ぱ
そ
れ
¥
延 

令
る
？
そ
れ
で
充
分
ー
で
あ
やH
.
少
數
な
冬
一
定
の
頸 

-

客
を
相
手
と
し
て
へ.遊
.具
を
生
產
手
段
す
る
.技
術
的 

手H

業
に
は
多
大
な
資
本
は
不
必
要
で
ぁ
つ*
。
否
嚴
：

I

密
な
意
味
R
於

け

名

近

世

的

資
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は
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だ
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生
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.
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て
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か

ウ

た
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で
^
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•
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,
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,
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等
1
1
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。
0
ロ

斤
0
宏
2
に
於
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味
求
だ
近
世
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^
 ̂

勞
働
者
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-賃

鈒

勞

働

诸

は

存

し

：
て

届

な

：
か

り
た
。

職 

人
組
合
に
於
け
る
勞
働
者
は
ず
べ
へ
で
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方
に
な
ら
ん
と

欲
しP

#

く
^
^

J

^..
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B'
e
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は
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者
が
徒 

弟
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限
を
終
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で
ぼ
ち̂

親
.ガ
と
_
為
の
に
、
：貧
乏
：で 

办
を
^
爲
め
.
.に
m
ほ> 

0、
1
R辛
棒
.し
な
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れ
«

«&:
* 

が
-)
'
た
に
過
穸
な
い
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で
あ
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？
だ
か
ら
個
人S
し
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は
資
本
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對
^
で
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^
^
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が
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ぅ

け

れ

ざ

資； 

.本
雜
勞
爾
^
考
ふ
や
ぅ
^
爭
鬪
ば
起
す
得
な
か
づ
れ。
；
：. 

勞
慟
者
€
彼
等
を
便
用
す
る
^&: の

間

に

未

^

社

會

的 

溝
潘
が
岔
か
っ
犮
。
彼
等
も
主
人
务
勝
ウ
エ
壤
^
勞
働 

し
、
少
ぐ
匕
も
主
人
の̂

の
利
益
參
獲
得
じ
^
の
^
0 

る
。
然
七
每
_
*
響

ざ

激

味
0-
^
4

衆
炫
莽
«
せ
.ず 

:

棱
術
の
修
得
を
必
要'̂
;

#汾
時
代
0
必
然
の
結
果
1?
:
ぁ .つ

へ
で
"
，
第
.
.

j

. 

’第
虚
0
事
實
か
ら
歸
納
し
得
る
も
の
：で

あ
-
る
S

K

:
へ
や
5

0

し
• 

>

‘ 

■

丨
.

「

第
四
。.上
述
の
如
く
で
*'
る
か
ら
'、：
若
.じ
菩
人
が
近 

世
勞
働
潘
S
比
較
し
得
る
者
ま
求
め
ん
を
す
る
な
ら
ば 

.ぞ
れ
ばJourneymen

で
は
な
ぐ
て
親
方
で
ぁ.る
。、
然 

し
素
ょ
り
此
の
兩
者
に
は
大
*
,
る
相
遨
が
ぁ
る
卞
中
世 
-

の
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方
年
王
業
省
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今
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の
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者0:
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狐
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.
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叨
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a
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病
忙
0
る
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疾
病
保
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b
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害
に
因
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炎
害
保
險)
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娠
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因
る
場
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(

產
婦
保
險) 

d
勞
働
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場
9

不
況
に
因
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保
險) 
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永
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又
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療
疾
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、
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保
險
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し
て
の
存
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完
全
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へ
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合
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す
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死
*
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る
場
合
。
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植
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範
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の
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助
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對
す
る
場
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寐
婦
保
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じ
遺
孤
の
扶
助
に
對
す
る
場
合
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孤
兒
保
儉

)
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ら
猶
煎
要
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種
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の
を
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な
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實
際
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す
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"
疾
病
に
對
す
る
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險
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三
、：
老
齡
に
對
す
る
保
險 

:
因
、：.癡
疾
不
具
に
對
す
る
保
險

‘
但
し
三
.ど
四
€
は
合
し
て
；孝
擬
保
險
を
な
す
が 

普
#
で
あ
る
。
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五
、
寡
婦
孤
兒
保
險— _ 
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六
、
.
.失
業
保
險
.

,

右
の
分
鑛
中
ド
は
®
年
新
に
創
始
：せら
れ
た
る
數
種 

の
保
險
を
分
類
し
て
ゐ
な
い
。m心
ふ
に
、
是
れ
.等
の
.も 

の
は
普
通
に
他
の
標
準
的
保
險
の
部F y
に
合
甘
ら
れ
て 

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
勞
働
砻
が
他
の

I

般
人
士 

vj

同
様
に
打
擊
を
蒙
る
、
產
業
上
の
炎
害
に
あ
ら
ざ
る 

一
般
の
災
«
に
.對
す
る
保
險
は
、I

R
疾
病
保
險
の
紐 

織
を
俟
.つ
.て
救
濟
し
て
' ゐ
.'5'
o
尤
も
之
れ
に
■就
い
て
は
.' 

1

九
'

i

一
 
年
の
瑞
断
の
法
律
は
，例
外
であ
る

。

同
阈
に 

於
1
は
上
述
の
：場
合
に
も
、
特
殊
の
制
度
を
設
け
て
ゐ

雜

0 

.
勞

働

萆

保
礆
の
樾
殽
か
論
す

笫
五
錄
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